
逮
心
。
全
以
音
連
者
事
趣
更
長
。」（
７
１
２
年
）
と
悩
み
、
山
本
覚
馬
の

学
友
・
西
周
は
「
哲
学
」「
定
義
」
と
い
っ
た
新
漢
語
の
つ
く
り
手
で
あ

る
と
同
時
に
『
明
六
雑
誌
』
の
第
一
号
に
「
洋
字
ヲ
以
テ
國
語
ヲ
書
ス
ル

ノ
論
」（
１
８
７
４
年
）
を
発
表
す
る
人
で
も
あ
っ
た
。

　

も
し
、
新
島
が
現
代
の
日
本
語
の
文
章
に
接
し
た
ら
、
何
と
言
う
だ
ろ

う
か
。
パ
ソ
コ
ン
と
い
う
文
明
の
利
器
に
よ
っ
て
こ
の
「
大
な
る
誤
り
」

は
見
事
に
克
服
さ
れ
た
と
言
う
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
語
が
ひ
と
り
日
本
語

母
語
話
者
だ
け
の
言
語
で
な
く
な
っ
た
現
在
、
愛
弟
へ
の
こ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
な
お
生
き
て
力
あ
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

こ
の
言
葉
は
、
１
８
６
７
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
、
ア
ー
モ
ス
ト
大

学
に
在
学
中
の
新
島
が
、
昌
平
坂
学
問
所
に
入
塾
し
て
い
た
弟
・
双
六
に

し
た
た
め
た
書
簡
に
見
え
る
。

　

異
境
に
あ
っ
て
母
語
で
話
す
相
手
の
い
な
か
っ
た
新
島
は
、
漢
籍
か
ら

遠
の
い
た
た
め
に
忘
れ
た
漢
語
も
あ
っ
た
が
、
祖
国
の
家
族
に
手
紙
を
書

い
た
。
英
語
で
は
話
す
力
を
土
台
に
文
章
の
読
み
書
き
が
で
き
る
こ
と
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ス
ペ
リ
ン
グ
と
ス
ペ
ー
シ
ン
グ
お
よ
び
パ
ン

ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ル
の
学
習
は
、
英
語
が
母
語
で
な
い
身
に
も
、

日
本
語
の
読
み
書
き
に
比
べ
て
格
段
に
容
易
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
語
を
い
か
に
表
記
す
る
か
。
こ
れ
は
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
古
事
記
』
を
筆
録
し
た
太
安
万
侶
は
「
已
因
訓
述
者
詞
不

大
島
　
中
正
（
女
子
大
学
表
象
文
化
学
部
教
授
）

新
島
　
襄
の
言
葉

　

日
本
語
に
て
文
を
綴
り
誰
レ
に
も
読
め
る
様
な
る
文
を
綴
る
事
を
注
意
す
へ
し

日
本
人
の
斯
も
漢
字
を
用
ゆ
る
は
大
な
る
誤
な
る
べ
し

十
二
月
二
十
四
日　
新
島
双
六　
宛

『
新
島
襄
全
集
３　
書
簡
編
Ⅰ
』


